
 

 

 

物  質  名 フェナントレン ＤＢ－38 
別  名 － 
CAS 番号 85-01-8 
PRTR 番号 第 2 種 58 
化審法番号 4-635 

構 造 式 
 

 
分子式 C14H10 分子量 178.22 
沸点 340℃ 1) 融点 101℃ 1) 
蒸気圧 6.80×10-4 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 7.29 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 4.57 3) 水溶性 1.29 mg/L（25℃）2) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 700 mg/kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・マウスに 13 週間（6 日/週以内）で合計 6,370 mg/kg を経口投与した結果、肝機能の低下、総

蛋白、ビリルビン、コレステロールなどの血清成分の変化を認めたと報告されている 4) 。こ

れは 5 日/週の投与と仮定すると、98 mg/kg/day となる。 
・ラットに 100 mg/kg/day を 4 日間経口投与した結果、腸粘膜でカルボキシルエステラーゼ活性

の 30％上昇を認めた 5) 。 
・本物質の NOAEL 等の情報は得られなかったが、欧州共同体食品科学委員会は本物質を含む

多環式芳香族炭化水素（PAH）のリスク評価において、PAH の一つであるアントラセン、ピ

レン及びフルオランテンの NOAEL をあげ、これらと本物質の毒性に著しい差があるとは考

えられないとしている 6) 。 
  アントラセン ：マウス 90 日間経口投与。NOAEL 1,000 mg/kg/day（最高設定用量）7) 
  ピレン    ：マウス 13 週間経口投与。NOAEL 75 mg/kg/day（腎臓への影響）8) 
  フルオランテン：マウス 13 週間経口投与。NOAEL 125 mg/kg/day（肝・腎臓への影響）9) 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・急性及び慢性の局所作用は軽度であるが、皮膚の光感作性をもたらす 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
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暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露及び吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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